
１　主題構成表
主題名　「友情の尊さ」（中学校第２学年）　　　　　　　　　　　　　　 資料名「違うんだよ、健司」




■　資料の分析


・生活が乱れがちになった耕平を心配して、転校してきた健司と主人公の３人で親戚の家に遊びに行こうと誘う。そこで出会った健司の祖母とその友達の会話や様子を見て、３人は、友達とは本来どうあるべきかについて考え、気付いていくという資料である。


・ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友達と言えるのか。」と言われた僕の、適当に合わせておいた方が気楽でいいんだという気持ちに共感させる。


・「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕が、耕平のことを気になりながらも、何もできないでいる気持ちに共感させる。


・互いの心のうちにある思いや悩みを語り合うことができたことを喜ぶ３人から、よりよい友達関係を築こうとすることで得られるすばらしさに触れ、本当の友情について気付かせることができる。





■　価値の分析


・真の友情とは、相互に変わらない信頼があって成り立つものであり、相手に対する敬愛の念がなければならない。それは、相手の人間的な成長を願いながら、互いに励まし合ったり、高め合ったりする関係である。しかし、中学生のこの時期は、集団の中で一人になることを極端に恐れるため、表面だけ合わせて同調している場合も多い。本当の友達とは何かを考えさせ、相手の成長を心から願って互いに励まし合い、忠告し合える仲間関係を育てることが大切である。


・中学生の時期は、交際範囲も広がり様々な人間関係の中で生活を送るようになる。その中で、生徒一人一人に友達を信頼することの素晴らしさや喜びを実感させることによって、友達のよさを素直に受け入れようとする態度を身に付けさせることが大切である。








■　内容項目２－（３）


　友情の尊さを理解し、心から信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合う。





■　内容項目から見た生徒の実態


（意識）


・小学校からの人間関係の延長で、自分のことを理解してくれる仲間と一緒にいることが友情だと思っていることが多い。


・相手や周りに合わせた行動をすることが、仲のよい友達関係だと捉えている。


（要因）


・所属する仲間から外れることに対する不安から、自分と考えが違っても共感し、安心感を得ようとしている。


・友達とはどういうものなのかがよく分からなかったり、心から信頼し合える友達のつくり方も知らなかったりするため、人間関係が希薄である。








■　ねらい


　相手の状況を気遣い、親身になって関わろうとすることが、信頼し合える友情を育むことに気付き、互い


に認め合い励まし合おうとする心情を育てる。





■　基本発問（◎中心発問）


○ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友達と言えるのか。」と言われた僕は、どんな気持ちだったのだろう。





○「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕は、どうしてそれ以上聞かなかったのだろう。





◎夏の大三角を３人で見ながら。僕はどんなことを思っているのだろう。





○これまでの自分の友達関係を振り返って、考えたことをノートに書きましょう。





■　展開の構想


・ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友達と言えるのか。」と言われた僕の、適当に合わせておいた方が気楽でいいんだという気持ちに共感させる。


・「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕が、耕平のことを気になりながらも、何もできないでいる気持ちに共感させる。


・夏の大三角を見ながら話す３人から、よりよい関係を築こうとすることで得られる喜びに触れ、本当の友達とはどういうものなのかに気付かせる。


・よりよい関係を築こうとしている仲間を素直に認め、互いに高め合える関係を大切にしていこうとする意欲を高める。









